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１．社会実験イベント実施による効果 

・各種調査結果や実行委員会委員の意見を踏まえ、社会実験イベント実施による効果を分析・

整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■イベント内容 

 

 

 

 

 

 

◇敦賀市民文化センター 

【センチメンタルジャーニー 
・オールザットジャズ】

・ジャズ音楽とダンスの 
コラボレーション

◇きらめきみなと館 

【つるが吹奏楽交流祭】 
・市内中高生・一般の吹奏楽発表

◇駅前広場 

【ｽﾃｰｼﾞﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ＆模擬店】 
・ｼﾞｬﾝﾙを問わないﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｽﾃｰｼﾞ

◇各商店街 

【ｽﾄﾘｰﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ＆ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ
＆商店街企画】 
・オープンカフェ、ｸｲｽﾞ 
・カツ丼早食い選手権 
・カラオケステージ    

■ 効 果 

 

 

 

 

 

 

①実験実施による集客力の向上 

②音楽などに対する関心の高まり 

③若者の発表機会の提供・交流、 

音楽などの活動の活性化のきっかけ 

④敦賀に対するｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟの向上 

⑤リーダーとなる新たな人材の発掘 

各種市民・民間団体などの連携強化 

⑥商店街活性化への意欲向上 

  各商店街の連携のきっかけ 

⑦行政内部や関係機関との連携強化 

Ⅲ．社会実験の効果の検証 

 

社会実験

イベント

実施 

 

 

 

3月17日

土曜日 

 

天気:晴

れのち

曇りの肌

寒い一日 

Ⅲ-１ 社会実験イベント実施による効果
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① 市民・来訪者の音楽に対する関心度は高く、集客力の向上が図られた 

■各会場の来場者数 

市民文化センター 約 800 人

きらめきみなと館 約 650 人

駅前広場ステージ 約 350 人

■ストリートパフォーマンス出場者数 

・ストリートパフォーマンスには 19組が応募・出場し、募集予定数（12組）を上回った。 

■中心市街地内の歩行者数 

  ・神楽 1 丁目商店街・相生商店街において、イベント前（3/10：土曜日）の歩行者数とイベ

ント当日（3/17：土曜日）のポイントラリー参加者数を比較すると、イベント実施により

歩行者数が約５倍に増加した。 

⇒上記の事項から、市民・来訪者の音楽に対する関心度は高く、またイベント実施により集

客力が向上することが確認できた。 

 

② 市民・来訪者の音楽などに対する関心が高まった 

■市民文化センターでのイベント 

・来訪者アンケート調査結果では、「生演奏の素晴らしさに感動した。」「生演奏のジャズは

迫力がありとても良かった。」「今後もこのような企画をしてほしい。是非参加したい。

お金を払っても良い。」などとのご意見が多く、イベント実施により市民や来訪者の音楽

に対する関心度を高めることに成功したと言える。 
・また、敦賀の歴史を伝えるストーリー、様々な音楽やジャズとダンスとのコラボレーシ

ョンなどの企画内容が来場者に好印象を与えた他、敦賀市出身のプロのアーティストに

よる舞台が若い世代の人達に良い刺激を与えることにもなった。 
 

③ 若者の発表機会の提供・交流、音楽などの活動の活性化のきっかけとなった 

■きらめきみなと館でのイベント 

・今回のイベントを通じて、中学校・高校などの吹奏楽部が発表の場を求めていることが

分かった。 
・出演者アンケート調査結果では、「いろいろな学校の演奏が聴けて良かった。参考になっ

た。」「たくさんのお客様に来ていただき、やりがいがあった。」などの意見が多く、今回

のイベントに出演した中学生・高校生にとっては、発表の機会を持つことができたこと

に加え、他校の演奏を聴く機会が持てたことで、向上心につながる良い刺激となり、今

後の音楽活動の活性化につながったと思われる。 
・来訪者アンケート調査結果では、「若い人たちが頑張っている姿を見て感動した。」「司会

進行が上手だった」など、若い世代がはつらつとした演奏や司会をしたことによって、

参加者に多くの感動を与えた。なお、会場設営・進行等には一部課題が残った。 

Ⅲ-１ 社会実験イベント実施による効果 
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■駅前広場・各商店街でのイベント 
・ストリートパフォーマンスへの応募者数が募集予定数を超えており、アマチュアバンド

など多くの活動団体が存在することが確認できたと共に、発表の機会を求めていること

が分かった。 
・出演者アンケート調査結果でも「楽しかった」とのご意見、また「今後も出演したい」

とのご意見が多くあり、更なる音楽などの活動の意欲の向上につながったと言える。 
・今後も継続して発表の場をつくることにより、市全体の音楽などの活動の活性化や市民

の音楽などの活動への参加意欲の向上につながっていくと思われる。 
・来訪者アンケート調査結果では、「とても楽しかった」「バンド演奏が良かった。感動し

た。」などの意見が多く、好評であった。 
・一方、イベント当日は風が強くて寒く、また県外の方は駅から直接観光周遊バスに乗り

込み観光地を巡る方が多く、市民は直接目的の会場に行ってしまうこともあり、観客が

少なかった。更に来訪者の年齢層と音楽のジャンルが合わないなど、開催時期・企画内

容・広報活動等に課題が残った。 
 
④ 敦賀に対するイメージアップ向上につながった 
・来訪者アンケート調査結果では、全体的に「楽しかった」とイベントに対する満足度が

高かった他、「初めて訪れた敦賀でイベントに参加できて良い思い出になった」などの意

見や、商店街やイベント会場での「スタッフの笑顔やぬくもり」「まちの人たちが親切」

「元気で明るい雰囲気」などが「良い印象」として挙げられており、イベント実施によ

り来訪者の敦賀に対するイメージが良くなったと思われる。 
・また、市民文化センターでの国際港敦賀の発展の歴史を織り込んだ舞台内容が、敦賀の

歴史を伝える良い機会となり、来訪者の敦賀に対するイメージアップ向上と共に、市民

の敦賀に対する愛着心・誇りの醸成にもつながったと考えられる。 
 

⑤ 市民・民間の中でリーダーとなりうる新たな人材の発掘ができた 

各種市民・民間団体などの連携強化につながった 

・イベント開催にあたり、敦賀短期大学、TMO、JR 敦賀駅、吹奏楽連盟、文化協会、観
光協会、商工会議所、青年会議所、商店街、NPO、アマチュアバンドの各代表からなる
実行委員会を立ち上げ、行政はあくまでもサポートする立場に徹した。また、若手や女

性を多く実行委員として参画させた。 
このことにより、新たにリーダー格となる人材やプロデュースに長けた人材が発掘でき、

企画・運営がスムーズに出来た。また、各種団体の横のつながり・連携の強化が図られ

た。 

Ⅲ-１ 社会実験イベント実施による効果
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⑥ 商店街活性化に向けた取り組み意欲の向上、各商店街の連携のきっかけとなった 
・商店主アンケート調査結果より、今回のイベント実施により商店街の活性化には「あま

り効果がなかった」「効果がなかった」とのご意見が多かったが、今回のイベントを今後

も「積極的に行うべき」とのご意見が多く、また商店街独自のイベントの開催に前向き

な意見も多くあった。更に、ある商店街では今回のイベントをきっかけとして、今後独

自のイベントを毎月開催していくことになり、商店街の活性化に向けた取り組み意欲の

向上につながった。 
・また、今回のイベントは中心市街地内の商店街が若手の商店主を中心に共同で行った初

めてのイベントであり、実行委員からは「今後も各商店街が協力し合い、１つ１つ課題

をクリアしながら取り組む必要がある」などの意見も出され、商店街の若手を中心に各

商店街が連携して取り組む意欲の向上にもつながった。 
 

⑦ 行政内部や関係機関との連携強化につながった 
・今回、行政はイベントをサポートする役割を担ったが、その中で目的を共有して部・課

を超えて横断的に取り組むことができ、横のつながり・連携の強化につながった。 
・また、国や県（道路管理者、警察、保健所など）の関係機関の協力を得てイベントを実

施したことによって、関係機関のまちづくりへの認識を深めることになり、今後の協力

体制・連携強化につながった。 

Ⅲ-１ 社会実験イベント実施による効果 
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２．社会実験イベント実施による費用対効果の検証 

・イベント参加者による経済波及効果を検証するため、イベント実施による敦賀市内への観

光(イベント)入込み客数の増加について試算する。 

   その上で、観光(イベント)入込み客数の増加による経済波及効果を検証することとした。 

 

（１） 試算の前提 

  ・試算を行う際、前提となる考え方や条件が異なれば、導き出される結果も変わってくる。

このため、以下のフローにあるような考え方で社会実験イベント入込み客数を想定し、イ

ベント参加者だけを対象とした経済波及効果を検証する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 新快速の開通 

 
 
 
 

● 敦賀駅周辺整備 

 
 
 
               ●敦賀港緑地 

周辺整備 

連  携 

回遊性

高める 
社会実験

イベント

の実施 

■社会実験イベント入込み客数の把握 

◇ ＪＲ利用の参加者(敦賀駅の 1日乗車人員の推定)
【直流化開業前】 【直流化開業後】  【参加数の想定】
  1,800人     4,000人       200人 
  4,000人の 5％が参加すると想定  

◇ 自動車利用の参加者（駅前駐車場の駐車台数増加）
【1週前土曜日】 【実験実施土曜日】 【参加数の想定】
   435台      481台       115人 
   46台増加、１台あたり２.5名乗車と仮定     

◇ アンケート数による参加者の把握 

【アンケート枚数】  【回収率】    【参加数の想定】 
   354枚     １／３と仮定     1,180人 
 
○ 地域別参加者の推定     ○各会場来場者数 
・敦賀市内 271人×3.3≒903人 ・市民文化センター 約 800人 
・福井県内 31人×3.3≒104人   ・きらめきみなと館 約 650人 
・県  外 52人×3.3≒173人  ・駅前広場ｽﾃｰｼﾞ   約 350人 

◇ 商店街歩行者通行量の増加 
【1週前土曜日】 【実験実施土曜日】 【参加数の想定】
   25人       657人      650人 
     ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ参加者平均 124 人 

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

イ
ベ
ン
ト
入
込
み
客
数
を
想
定 

観
光
消
費
額
の
推
定 

費
用
対
効
果
の
検
証 

Ⅲ-２ 社会実験イベント実施による費用対効果の検証



74 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：敦賀市広域周遊型まちづくり計画検討調査

（２） 入込み客数の想定 

 ①ＪＲ敦賀駅の乗車人員 

・社会実験イベント実施日の乗降客数の把握は困難であるため、平成 19 年 3 月に報告された

『敦賀市広域周遊型まちづくり計画検討調査』の中の「新快速開通後のＪＲ敦賀駅乗降環

境」からイベント参加者を想定する。 

 

  ■ＪＲ直流化後の乗降環境・新快速開通後の乗車人員データ 

    直流化開業後の普通列車(新快速、快速を含む)の乗客は、湖西線と北陸線が合流する近

江塩津－敦賀間の上下線でカウントした結果、開業日の平成 18 年 10 月 21 日(土)と翌 22

日（日）は、1 日平均約 6,500 人が乗車し、開業前の約 1,800 人を大幅に上回った。直流

化開業後の 1 ケ月でみても、土日祝日の利用客は約 4,300 人で、開業前の 2.4 倍にまで増

加している。 

    ＜表－土日祝日の普通列車 1日当り平均乗車人員の変化＞ 

直流化開業前 直流化開業直後(10／21、10／22) 直流化開業後１ケ月 

1,800 人 6,500 人 4,300 人 

－ 3.6 倍 2.4 倍 

 

  

なお、敦賀市企画調整課所有の『直流化開業に係る実態調査』では、敦賀市にある観光

地・有名施設を訪れる観光客は軒並み増加している。 

観光地・施設名 平成 17 年度(11,12 月合計) 平成 18 年度(11,12 月合計) 増加率 

博 物 館 1,416 人 2,553 人 80％

みなとつるが山車会館 1,600 人 2,130 人 33％

気比神宮 88,000 人 90,000 人 2％

金ケ崎宮 3,900 人 8,000 人 105％

あっとほうむ 9,600 人 18,500 人 93％

アクアトム 9,400 人 12,000 人 28％

リラ･ポート 12,052 人 14,141 人 17％

出典：直流化開業に係る実態調査 

 

・このように、直流化開業後における普通列車の乗車客は 1 日当り約 4,000 人と推定され、

多くの観光客が敦賀市内の観光地や施設を訪れている現状がある。 

   このため、社会実験イベント当日も約 4,000 人が敦賀市を訪れているものと想定され、そ

の内の約５％が社会実験イベントに参加したと想定する。(イベント参加者推定 200 人) 

 

Ⅲ-２ 社会実験イベント実施による費用対効果の検証 
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 ②ＪＲ敦賀駅前駐車場の利用実態 

・ＪＲ敦賀駅前の駐車場は利用率が高く、平日は約 350 台、土曜日曜で約 400 台から 500 台

弱となっている。特に、社会実験イベント開催日の３月 17 日(土)は 481 台、イベント実施

の１週間前の３月 10 日(土)は 435 台の利用となっている。 

・自動車利用の参加者として、17 日と 10 日の駐車台数の差に、1台当り 2.5 名乗車として社

会実験イベント参加者を想定する。(イベント参加者推定 115 人)（各会場にも駐車場があ

るが駐車台数のデータはない。） 

単位：台 

          日時 

料金  

3／5～3／9

の平日平均

3／10(土) 3／11(日) 3/12～3/16

の平日平均

3／17(土) 3／18(日) 

無    料 237 305 263 260 328 339

1000 円未満 94 100 85 98 107 95

1000 円以上 41 30 40 47 46 42

合    計 372 435 388 405 481 476

 

 ③商店街歩行者通行量の実態 

・各商店街におけるイベント当日のスタンプラリー参加者を基本に、イベント前（3/10：土曜

日）とイベント当日（3/17：土曜日）との歩行者数を比較すると、イベント実施により歩行

者数が約５倍に増加した。 
【各商店街の歩行者数】                              単位：人 

商店街 

イベント前 

の歩行者数 

（3/10:土曜日） 

（10:00～14:00） 

イベント当日 

の歩行者数 

（3/17:土曜日） 

（10:00～14:00） 

イベント当日 

ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ参加者

（3/17:土曜日） 

（10:00～14:00） 

増減 備 考 

駅   前 ― 345 ― ― 
イベント前の歩行

者数データなし 

本町２丁目 ― 657 131 ― 
イベント前の歩行

者数データなし 

本町１丁目 ― 657 127 ― 
イベント前の歩行

者数データなし 

神楽１丁目 29 ― 147 5.1 倍 
イベント当日の歩

行者数データなし

相   生 20 ― 104 5.2 倍 
イベント当日の歩

行者数データなし

 

■参考 

敦賀市と同じく嶺南地域の拠点都市小浜市では、平成 15 年(2003 年)3 月の近畿自動車道舞鶴東

IC(京都府)～小浜西 IC（福井県）間の開通により、小浜市は関西圏と直結することとなった。鉄

道と高速道路の違いはあるものの、開通前後における小浜市の県外観光客数は、14 年～15 年で 1.7

倍に増加している。 

15 年は「若狭路博 2003」開催による効果も大 

  きいと考えられるが、16 年においても対 14 年比 

で 1.5 倍の水準となっており、交通基盤整備が県 

外観光客の増加に寄与したと考えられる。 

 

 

図－福井県小浜市の観光客推移 

Ⅲ-２ 社会実験イベント実施による費用対効果の検証
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（３） 観光消費額の推定 

・イベント実施による入込み客数の増加によって、 

敦賀市内でどれだけの観光関連消費が発生するか 

を推定するため、福井県における一人当たりの 

観光消費額を使って推定する。 

 

 

・今回のイベントでは宿泊は考えず、飲食費(昼食・飲料費等)として 3,000 円を用いる。 

今回、イベント参加料等(入場料)は徴収していないが、その他施設への入場料や今後 

イベント参加料（プロ演奏など）を想定できるため計上する。 

また、市内参加者については、土産代は計上しない。 

  ・イベント客数については、実験実施後のアンケート回収数（アンケート回収率 1/3 と仮定）

から、敦賀市内 903 人、敦賀市以外の県内と県外客 277 人と推定した。 

・この結果、約 7,500 千円の観光消費額が推定できる。 

  ■敦賀市内参加者 

 平均単価(円) イベント客数（人） 総  額（千円） 

飲 食 費 3,000 903 2,709 

土 産 代 5,316 － － 

その他（入場料等） 2,111 903 1,906 

合     計 10,427 4,615 

■県内・県外参加者 

 平均単価(円) イベント客数（人） 総  額（千円） 

飲 食 費 3,000 277 831 

土 産 代 5,316 277 1,472 

その他（入場料等） 2,111 277 584 

合     計 10,427 2,887 

 

（４） 社会実験イベントの開催費用 

・今回の社会実験イベント開催費用は、約 12,000 千円で、国庫補助と敦賀市、民間の費用負

担で賄っている。 

  ■イベント費用内訳 

項   目 金額(千円) 備      考    （内  訳） 

事務局費 700 通信運搬・食料・消耗品等 

催 事 費 7,500 出演料・催事委託・音響・照明・吹奏楽・商店街・保険料等

広 報 費 2,500 媒体使用・印刷製本・広告宣伝費等 

調 査 費 1,000 アンケート調査・集計分析・報告書 

合   計 11,700  

 

図－観光消費額(平成 16 年) 

福井県 

宿泊・飲食費         18,046 円 

土産代             5,316 円 

その他（入場料等）       2,111 円 

合     計       25,473 円 

資料： 「観光客動向調査」（平成 16 年） 
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（５） 費用対効果の検証 

・イベント実施による観光消費額は約 7,500 千円と推定された。 

また、社会実験イベント開催費用は約 12,000 千円である。 

費用対効果 Ｂ／Ｃ（イベント実施による観光消費額／イベント開催費用）＝0.625  

となり、今回の社会実験イベント実施による金銭的収益効果は低いこととなった。 

 

・しかしながら、金銭的収益以外に、敦賀市のイメージアップの向上やリーダーとなりうる

人材の発掘、商店街の取り組み意欲の向上、各商店街の連携、行政内部の連携強化、更に

は市民や来訪者の音楽などに対する関心が高まるとともに、若者の発表の機会の提供・交

流のきっかけづくりとなり、敦賀市を背負うことになる若者が街の活性化やまちづくりに

関心を示したことの効果が非常に大きい。 

 

・今回は、県外へのＰＲ不足を指摘されているが、事実、イベント推定参加者の１／３が県

外や県内の参加者であり、２／３は敦賀市内在住の参加者であった。 

今後は、敦賀市以外の県内や県外の参加者を多くすることによって、更に観光消費額は向

上すると予想される。 

・また、これはイベント実施による１次波及効果であり、１次波及効果によって得られた個

人所得が消費を通じて間接的にもたらす２次波及効果も、さらに見込まれることについて

注目すべきである。 

・一方、広範囲に手を広げすぎた社会実験イベントであったため、ポイントを絞って支出を

抑制していくことも検討しなければならない。 

 

・いずれにしても、観光客や交流人口が増え、それが維持できるかどうかは『敦賀市が訪れ

る場所として魅力的かどうか？』にかかっている。市民主体のイベントを継続しつつ、数

年後の観光客数の消費試算が予測を上回るような対策を検討していくことが大切である。 

Ⅲ-２ 社会実験イベント実施による費用対効果の検証




